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天然ヒトデの臭い成分を用いた「害獣忌避剤噴霧システム」を開発 
福島県矢吹町で実証実験をスタート 

 

 
 

パナソニック環境エンジニアリング株式会社（東京本社：東京都港区、代表取締役 社長執行

役員：小野勝、以下、当社）は、天然ヒトデの臭い成分を用いた濃縮液忌避剤「強臭力」を自

動で噴霧する「害獣忌避剤噴霧システム（以下、噴霧システム）」を開発しました。2025 年 9 月

25 日から、福島県矢吹町の山に隣接した農地に設置し、忌避効果の実証実験を開始してい

ます。 

 

シカ、イノシシ、サルなどの野生動物による農作物被害額は年間164億円（2023年度）（※1）と、

農業経営に深刻な影響を及ぼしています。従来は捕殺による対策が主流でしたが、人手不

足や高齢化により、近年では猟友会による対応が難しくなっています。 

また、特定の害獣対策だけでは対象動物が馴れてしまうため、様々な方法で複合的に継続し

て実施する必要があります。従来から、電気柵や威嚇資材、薬剤散布なども行っていました

が、設置や維持に手間がかかるうえ、環境への影響も懸念され、より簡単で実用性に優れた

対策が必要とされています。 

 

臭いを利用した忌避剤は、プラスチック容器などに封入して吊るすことで、臭気を拡散させ、

害獣の接近を抑制する手法として活用されてきましたが、雨水や紫外線の影響により忌避効

果の持続性が課題でした。今回開発した噴霧システムは、忌避剤をタンクに貯め、センサー

によって害獣の接近を検知し、自動で忌避剤を噴霧します。忌避剤の追加といったメンテナン

ス頻度を減らし、天候など外部環境からの影響による効果の減少を防ぎます。さらに、噴霧シ

ステムがクラウドと連携することで、遠隔からの監視や操作も可能。通行者が噴霧を一時停

止できるスイッチボックスを設置し、登山道や農道など人の通行がある場所での安全性にも

配慮しました。忌避剤には、吉田水産株式会社が製造する、北海道根室のホタテ漁で混獲後

に廃棄される天然ヒトデの強い臭気成分を抽出した濃縮液忌避剤「強臭力」を使用していま

す。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

噴霧システムのシステム構成              試作した噴霧システム 

 

2025 年 9 月 25 日から、福島県矢吹町の山間部にある農地で、本噴霧システムの忌避効果

の実証実験を開始しました。実証実験にあたっては、矢吹町と、福島県県南地域の産業グル

ープ「チームやぶき」と協力。実験場所の選定と、商用電源のない山間部での試験に対して、

太陽光発電を用いた電源装置の提供を受けました。また、複合的な効果を検証するため、電

源が不要で設置も容易な、東洋アルミ二ウム株式会社が開発した防獣ロープ（強臭力をポリ

エチレン樹脂に練り込んだもの）も設置しています。 

 

今回開発した「害獣忌避剤噴霧システム」は、環境負荷の低減と農業支援を両立するこれま

でにない挑戦であり、地域連携を通じて社会実装を目指しています。 

 

※1：「鳥獣被害の現状と対策」（農林水産省 農村振興局）より。 

https://www.maff.go.jp/j/seisan/tyozyu/higai/attach/pdf/240605-100.pdf 

 

 

■福島県矢吹町「チームやぶき」について 

 

「チームやぶき」は、福島県矢吹町を拠点に、地域の中小企業が連携して集結された産業グ

ループです。再生可能エネルギーや水素関連産業への新規参入を積極的に推進しています。

各企業が持つ技術や設備、ノウハウを結集し、製造から据え付け、保守に至るまでの一貫し

た体制を構築することで、地域の強みを生かしたふくしま発ものづくりを行っています。 

さらに、企業間のネットワーク形成や販路の開拓、さらには海外との連携支援にも取り組んで

おり、地域産業の活性化と課題に寄り添い、成長を目指した事業化活動を展開しています。 

 

https://www.maff.go.jp/j/seisan/tyozyu/higai/attach/pdf/240605-100.pdf


1. 参加企業 

o 大和三光製作所（工業用乾燥機・熱処理炉） 

o 未来制御（制御盤・電気工事） 

o 小針運送（運送・倉庫管理） 

o 高田工業（土木・建設工事） 

o 佐藤フライス（精密機械加工） 

o 藤井製作所（精密板金組立） 

o ペイントプラス矢吹（塗装・表面処理） 

o 山形印刷（印刷・工業デザイン） 

2. サポーター企業 

o 花見台自動車（トレーラー製造） 

o 佐藤高圧管工エンジニアリング（高圧ガス配管工事） 

 

■パナソニック環境エンジニアリング株式会社について 

パナソニック環境エンジニアリングは、当社は、環境技術を核とした事業を通じて、持続可能

な社会の実現に貢献することを使命としています。空調・水処理・環境保全分野で培った技術

力を生かし、社会課題に対応する新規事業の創出に取り組んでいます。 

 

■パナソニック環境エンジニアリング ウェブサイト 

https://panasonic.co.jp/hvac/peseng/ 

https://panasonic.co.jp/hvac/peseng/

